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E開

支

長昏

辰

源

の

深

さ

を

求

む

る

方

法

(
第
二
法
)

緒震
央
距
離
を
初
期
微
動
稽
績
時
間

p
l
s
か
ら
求
む
る
公
式
は
多
く
の

皐
者
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
て
居
る
が
賞
用
上
便
利
な
も
の
は
一
次
式
に
躍

め
た
も
の
で
あ
る
。
然
し
其
の
多
く
ば
有
効
範
囲
を
限
定
し
て
あ
る
か
ら

之
れ
も
賓
用
に
は
多
少
の
手
数
を
要
す
る
。
此
の
不
便
を
除
く
目
的
で
大

森
博
士
は

(
1
)
震
災
議
防
調
査
命
日
報
告
第
八
十
八
披
甲
に
「
近
地
々
震

の
初
期
微
動
継
績
時
間
に
就
て
」
論
じ
、
湾
問
山
爆
裂
に
よ
る
強
震
二
十

七
同
を
始
め
合
計
四
十
一
同
の
地
震
を
材
料
・
と
し
て
、
震
央
距
離
d
を
初

期
微
動
縫
綾
時
間
7

か
ら
求
め
る
公
式
h
H
4
・
ぉ
?
を
提
出
し
て
居
ら
れ

る
J

此
の
公
式
は
千
粁
以
内
の
地
に
起
っ
た
近
地
々
震
に
遁
用
し
得
ら
れ

E司

る
も
の
で
あ
っ
て
世
に
大
森
公
式
主
格
せ
ら
れ
簡
便
な
も
の
と
し
て
今
だ

に
一
般
に
使
用
せ
ら
れ
て
居
る
。

図

~・t=I 
Hヨ

信

然
し
此
の
様
な
公
式

h
n
p
・
斗
の
常
数
た
る
k
は
賓
際
は
震
源
の
深
さ

h
の
菌
数
で
あ
る
事
は
既
に
衆
知
の
事
賓
で
あ
る
c

従
っ
て
今
日
の
如
く

地
震
観
測
が
進
ん
だ
時
代
で
は
此
の
式
を
用
ひ
て
一
個
所
の
観
測
か
ら
震

央
距
離
を
算
出
し
、
初
動
方
向
の
槻
測
ξ
合
せ
て
震
央
位
置
を
決
定
す
る

た
ど
は
極
め
て
誤
差
が
多
い
か
ら
最
早
顧
み
ら
れ
た
く
な
っ
た
。
然
し
一

方
に
於
て
命
此
の
公
式
が
用
び
ら
れ
て
居
る
の
は
、
多
く
の
概
測
所
で
此

の
式
か
ら
算
出
し
た
震
央
距
離
を
宇
径
・
と
し
て
地
固
上
に
国
弧
を
重
き
、

夫
寺
の
密
集
せ
る
所
を
震
央
'
と
す
る
ん
」
云
ふ
方
法
に
用
ひ
ら
れ
る
か
‘
ら
で

あ
る
。前
記
大
森
博
士
の
論
文
に
も
あ
る
如
く
大
森
公
式

h
u
J
1
・A
ザ
は
震
央

距
離
d
ξ
初
期
微
動
T
Pと
の
関
係
を
表
は
し
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
北
ハ
の

常
教
は
震
源
の
深
さ
に
よ
っ
て
著
し
く
異
る
事
勿
論
で
あ
る
c

一
方
今
付



博
士
及
岸
上
、
小
平
雨
理
皐
士

(
2
)

は
地
震
研
究
所
会
報
第
七
競
第
三

冊
に
於
て
「
水
成
岩
居
の
地
震
波
倖
播
に
及
ぼ
す
影
響
」
を
論
じ
、
大
森

公
式
は
震
源
距
離
d
Bと
初
期
微
動
ナ
v

と
の
関
係
を
表
は
す
も
の
ー
と
し
て

円

N
H
H

弐
・
斗
友
る
式
の
常
数

κ
が
叉
震
源
の
深
さ
に
よ
っ
て
異
る
事
を
一
不
し

て
居
ら
れ
る
。
而
し
て
種

f
作
品
一
震
央
距
離
に
到
達
す
る
地
震
波
に
つ
き
異

な
る
震
源
の
深
さ
に
封
ず
る

κ
の
値
を
表
示
し
て
居
る
。

今
村
博
士
共
他
の
調
歪
は
桧
津
博
士
の
結
果
を
共
偉
利
用
し
更
に
地
殻

表
唐
に
十
粁
の
厚
み
の
水
成
岩
居
が
存
在
す
る
ん
」
の
新
ら
し
き
考
へ
を
誘

導
し
、
地
震
波
の
直
進
を
仮
定
し
て
常
数

κ
を
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
u

印
ち
縦
波
及
横
波
の
速
度
は
地
表
か
ら
十
粁
迄
は
夫
々
三
粁
六
八
及
二
粁

一
二
主
し
、
十
粁
か
ら
二
十
粁
迄
は
夫
々
五
粁

O
及
三
粁
一
五
と
し
、
二

十
粁
以
下
は
夫
々
六
粁
一
及
三
粁
七
ξ
し
、
各
唐
は
一
裁
に
し
て
等
質
旦

十
粁
及
二
十
粁
に
不
運
績
居
が
あ
る
・
と
の
仮
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

斯
く
し
て
震
源
距
離
d
は
品
目
、
h

・
↓
で
興
へ
ら
れ
る
事
を
示
し
た
が
、

κ
が
深
さ
に
よ
っ
て
異
る
た
め
震
源
の
深
さ
が
未
知
で
あ
る
場
合
に
此
の

式
か
ら
震
源
距
離
を
求
め
る
と
左
は
出
来
、
泣
い
。
そ
れ
故
斯
か
る
式
は
賞

用
に
供
す
る
主
云
ふ
誇
に
は
ゆ
か
泣
い
。
要
す
る
に
今
村
博
士
共
他
の
研

究
は
恥
H
H

弐
・
斗
な
る
式
の
常
数

κ
が
深
さ
に
よ
っ
て
如
何
に
愛
化
す
る
か

'
Y

」
云
ふ
問
題
を
庭
理
し
た
に
過
ぎ
ぬ
も
の
で
あ
る
。

扱
大
森
公
式
が
大
森
博
士
の
論
文
に
あ
る
如
く
震
央
距
離
J
ξ
初
期
微

動
T
'
と
の
関
係
を
去
は
す
も
の
で
あ
る
'
と
す
れ
ば
仮
令
常
数
た
が
深
さ
に

よ
っ
て
愛
つ
で
も
賞
用
上
に
も
亦
理
論
的
方
面
に
も
大
怠
る
意
味
を
有
す

る
事
主
た
る
。
即
ち
設
に

h
H弐
ど
・
斗
な
る
式
を
佼
定
し
宍
ど
は
震

源
の
深
さ
の
函
数
で
あ
る
主
ず
る
。
市
し
て
此
の
式
の
去
は
ア
関
係
を
縦

波
及
横
波
の
走
時
か
ら
計
算
し
て
k
£
震
源
の
深
さ
h
・
と
の
関
係
を
明
か

に
し
て
見
ゃ
う
。

我
図
に
最
近
起
っ
た
地
震
を
材
料
'
と
し
て
地
殻
内
部
に
於
け
る
地
震
波

の
速
度
愛
化
が
如
何
に
な
っ
て
ゐ
る
か
に
就
て
は
既
に
鷺
坂

(
3
〉
、
本
多

(
4
)
雨
氏
の
研
究
が
あ
り
、
更
に
最
近
和
建
、
驚
坂
、
経
団
三
氏
へ
5
)

は
夫
れ
に
基
い
て
縦
波
の
走
時
を
算
出
し
て
ゐ
る
。
此
の
表
は
震
源
の
深

さ
を
各
十
粁
毎
に
特
使
へ
て
、
主
ハ
庭
か
ら
出
る
地
震
波
が
各
十
粁
毎
の
震
央

距
離
に
達
す
る
場
合
の
走
時
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

併
し
倫
不
幸
に
し
て
我
図
で
は
横
波
に
釘
ナ
る
走
時
表
は
未
だ
何
の
著

者
に
由
つ
で
も
作
ら
れ
て
居
、
泣
い
。
只
縦
波
主
精
一
波
之
の
速
度
の
比
を
求

め
た
人
は
紗
く
左
い
故
之
等
縦
波
速
度
九
ξ
横
波
速
度
九
ー
と
の
比
を
用
ひ

て
逆
に
横
波
の
走
時
表
を
既
知
の
縦
波
走
時
表
か
ら
算
出
す
る
事
左
し

た
。
扱
九
'
と
れ
ん
」
の
比
を
求
め
た
人
々
に
は
格
浬
博
士
(
6
)
、

鷺
坂
氏

(
3
〉
(
7
)
本
多
技
師
(

4

)

、
和
建
博
士

(
8
〉
等
が
あ
る
が
夫
等
の
値



は
左
の
如
く
で
あ
る
。
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右
の
如
く
九
一
民
の
佐
は
深
い
所
で
は
各
人
の
調
査
結
果
が
善
く
一
致

す
る
が
浅
い
所
は
著
し
く
異
り
、
地
表
か
ら
十
粁
迄
の
閣
で
は
松
津
驚
坂

雨
氏
の
一
・
五
八
に
釣
し
和
達
氏
の
一
・
七
五
友
ど
可
な
り
の
相
違
を
示
し

て
ゐ
る
。
然
し
和
達
氏
の
測
定
を
除
い
て
他
の
は
凡
て
地
表
近
く
で
は
九

一
九
が
一
般
に
小
さ
い
値
を
在
る
傾
向
が
見
え
て
ゐ
る
。
然
し
諸
氏
の
測

定
値
の
平
均
を
在
る
と
地
表
か
ら
十
粁
位
の
深
さ
迄
は
一
・
六
六
主
友
る
。

一
四

0
一

て
き
一
下
三
八
一
一

-
i

0
1
一O

而
し
て
深
い
所
で
も
二
百
粁
位
の
深
さ
で
一
・
七
五
位
で
あ
る
。

銀
九
一
九
の
値
は
深
さ
に
よ
っ
て
多
少
の
相
違
が
あ
る
o

併
し
れ
一
九



E 

第二表初期微動穂積時間 (7)の値(秒)，Hは震源の深さ f粁、A は震央距離(粁)

云寸。|川ペペペ川曲 1 7~ 1 80 1判100卜101120 1判的.'')0卜601170 1180 1. 190 1醐
O O 1.5 2.7 3.8 4.9 5.8 6.7 7.5 8.5 9.3 10.2 11.0 12.0 12.5 13.8 14.6 15.2 16.5 17.3 18.2 19.1 

]0 1.9 2.1 3.0 4.1 5.0 5.9 6.7 7.7 8.6 9.5 10.4 11.2 12.1 12.9 13.9 14.7 15.6 16.4 17.3 18.2 19.1 

20 3.6 3.5 3.8 4.5 5.3 6・1 7.0 7.8 8.7 9.5 10.4 11.3 12.2 13.1 14.0 14.8 15.8 16.7 17.6 18.4 19.2 

30 5.2 4.8 4.7 5.3 59 6.6 7.3 8.2 9.0 9.9 ]0.8 11.6 12.5 13.3 14.2 15.1 15.9 Hi.6 17.8 18.円 19.4 

40 6，6 6.2 6.0 6.1 6.7 7.3 7.9 8.6 9.3 10.2 11.0 11.9 12.8 13.6 14.4 15.:! 16.0 16.9 17.8 18.6 19.6 

50 8.0 7.6 7.1 7.1 7.4 7.9 8.5 9・2 9.9 10.6 11.4 12.2 13.1 13.8 14.8 ]5.h 16.3 17.2 18.0 18.9 19.8 

60 9.2 8.7 8.2 t;.o ~.3 8.8 9.3 9.9 10.5 11.2 11.9 12.6 13.3 14.2 15.0 15.8 16.7 17.5 ]8.3 19.2 20.1 
70 10.乃 9.9 9.3 9.0 9.1 9.6 10.2 10.6 11.2 11.8 .n.4 13.1 13.8 14.6 15.4 16.~ 17.1 17.8 18.7 19.5 20.3 

80 11.6 11.0 10.5 10.0 10.0 10.4 10.9 11.4 11.8 12.4 13.0 B.6 14.3 15.1 15.8 16.6 17.4 18.2 19.0 19・8 20.7 

90 12.8 ]2.1 11.4 11.0 10.9 11.2 11.6 12.1 12.6 13.2 13.7 14.3 14.9 15.6 16.3 17.0 17.E 18.5 19.3 20.2 21.0 

]00 1.'3.9 13.1 12.4 ]2.0 11.8 12.0 U.5 12.9 13.4 13.9 14.~ 148 1写.4 16.1 16.8 17.5 18.2 19.0 19.8 20.6 21.4 

110 ]5.0 14.2 13.5 13.0 12.8 12.9 ]3.3 13.7 ]4.2 14.6 151 15.6 16.1 16;7 17.:1 17.9 18.7 19.4 20.' 21.( 21.7 

uo 16.0 15.3 14.6 14.0 13.8 13.8 14.1 14.5 14.9 15.3 15.8 16.3 16.8 17.4 17.9 18.5 19.2 19.8 20.6 21.4 22.1 
100 17.0 16.3 15.6 ]5.0 14.7 14.7 15.0 15.3 15.7 16・1 16.5 17.0 17.5 11:).0 18.6 19.2 1H.7 20.4 21.2 21.8 22.5 

]40 18.0 17.3 16.6 16.0 15.7 15.6 15.8 16.1 16.5 16.9 17.3 17.7 18.2 18.7 19.2 19.7 20.3 21.0 21.6 22.3 23.( 

150 18.9 18.2 17.5 17.0 16.6 16・5 16.7 17.0 17.4 17.8 18.2 18.5 19.0 19.4 20.1 20.4 21.0 216 22.2 ::n.9 21.5 

1(0 19.9 19.2 18.5 18.0 17.6 17.4 17.6 17.9 18.2 18.7 19.0 19.4 ]9.8 20.2 20.6 5!lJ 21.6 22.1 22.7 24.1 23.i 

170 208 20.2 19.5 19.0 18.5 18.4 18.5 ]8.7 19.0 19.4 19.8 20.1 20.6 21.0 21.4 21.9 22.3 228 23.3 24.8 24.4 

180 21.8 21.1 20.5 19.9 19.5 19.3 19.3 19.5 19.8 20.2 20.6 21.0 21.3 21.8 22.1 22.6 23.0 23.5 24.0 24.5 25.0 

190 22.5 22.1 21.5 20.9 20.4 20.] 20.1 20.4 .20.7 21.0 21.4 21.7 22.1 22.5 23.0 23.~i 23.8 24.2 24.6 2.).2 25.6 

200 23.7 23.0 22.3 21.8 21.3 21.0 21.0 21.2 21.6 21.9 22.1 22.6 22.9 23.R 23.7 24・0 24.5 24.8 25.3 25.7 26.1 
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の
深
さ
に
伴
ふ
綿
製

200Km 

H 

化
の
欣
態
は
各
著

者
に
よ
っ
て
可
な

18 

り
の
差
が
あ
り
何

れ
を
同
県
'
と
す
る
か

は
宵
断
言
さ
れ
ぬ

朕
態
で
あ
る
。
故

に
著
者
は
平
均
の

値
を
採
っ
て
そ
れ

100 

を
九
一
九
の
平
均

値
?
と
し
、
之
れ
か

ら
横
波
の
走
時
を

算
出
す
る
事
ー
と
し

80 60 

た
。
即
ち
地
表
か

40 

ら
二
百
粁
の
深
さ

20 

迄
九
一
九
は

六
六
か
ら
一
・
七

五
迄
持
鈍
化
す
る
主

じ
て
其
の
平
均
一 -. 

O 

五



-
七

O
を
九
一
れ
の
値
と
し
た
の
で
あ
る
。
斯
様
に
平
均
値
を
採
用
し
て

も
そ
れ
に
よ
る
誤
差
は
僅
か
に
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
し
か
営
ら
た
い
故
走
時

を
測
定
し
た
時
の
誤
差
よ
り
寧
ろ
小
さ
い
位
で
著
者
が
之
れ
か
ら
行
は
ん

・
と
す
る
目
的
に
封
し
で
は
充
分
で
あ
る
。

斯
く
し
て
前
述
し
た
縦
波
の
走
時
表
に
一
・
七
を
莱
じ
去
も
の
を
横
波

の
走
時
主
す
る
。
而
し
て
此
の
走
時
か
ら
縦
波
の
走
時
を
減
・
下
れ
ば
初
期

微
動

P
l
s
の
値
が
種
々
な
震
源
θ
深
さ
宜
及
震
央
距
離
ム
に
封
し
て
得

ら
れ
る
。
此
の
値
を
表
示
し
た
も
の
が
第
二
表
で
あ
る
c

更
に
此
の
表
の

値
に
よ
り
縦
軸
に
震
源
の
深
さ
、
横
軸
に
初
期
微
動
T

の
位
を
と
っ
て
、

各
震
央
距
離
ム
に
封
ず
る
E
1
7
曲
線
を
書
一
く
と
第
一
国
の
如
く
に
な

る
。
普
通
の
場
合
に
は
ム

l
T
の
曲
線
を
ま
泣
い
て
震
源
の
深
さ
を
愛
へ
た

場
合
に
此
の
曲
線
が
何
ん
友
形
を
'
と
る
か
を
見
る
の
で
あ
る
が
、
設
に
著

者
が
特
に
E
1
7
曲
線
を
描
い
た
の
に
は
次
の
如
き
意
味
が
あ
る
。

ム

l
T曲
線
と
蟹
曲
黙
と
の
関
係

E
l
T
曲
線
は
震
央
か
ら
或
る
距

り
を
有
す
る
地
貼
に
於
け
る
初
期
微
動
T

が
震
源
の
深
さ
に
よ
っ
て
如
何

な
る
値
を
在
る
か
を
知
る
震
に
便
利
で
あ
る
。
今
此
の
園
を
見
れ
ば
判
る

如
く
E
!
?
曲
線
は
横
軸
に
封
し
て
凸
形
を
示
し
て
居
る
。
此
の
事
は

定
の
震
央
距
離
を
有
す
る
地
貼
に
於
て
翻
測
さ
れ
た
初
期
微
動
7

は
震
源

が
或
る
深
さ
の
時
に
最
小
値
を
在
る
事
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
。

ー主-ノ、

然
ら
ば
或
る
一
定
の
震
央
距
離
を
有
す
る
地
黙
に
て
T

が
最
小
値
と
た

る
様
な
震
源
の
深
さ
は
幾
何
で
あ
る
か
を
見
る
銭
め
に
第
一
固
に
て
T

が

最
小
値
を
在
る
黙
の
震
源
の
深
さ
E
を
讃
取
っ
て
見
る
主
弐
の
様
な
値
'
と

な
る
。
第
三
表

初
期
微
動
が
最
小
値
を
在
る
震
源
の
深
さ
同
事

H?I~ 震央距離A1 | 

O 

1同3 6 
15 

20 40 
25 50 
28 60 
31 70 

35 80 
37 90 
40 100 
42 110 

44 120 
45 130 
48 140 
49 150 

51 160 
52 170 
53 180 
54 190 
55 200 

此
の
表
に
一
不
す
佐
を
国
示
す
る
主
第
二
国
里
山
黙
で
示
し
た
様
な
曲
線
が

得
ら
れ
る
。
併
し
此
の
固
に
示
し
た

-
F
Z
I
l
b
の
曲
線
が
如
何
な
る
意
味

を
有
ナ
る
か
を
見
る
に
は
句
N
l
p
H
A
F
N
(
b
)
l
A
F
Hパ
b
)
な
る
式
に
て
い

が
一
{
疋
な
値
を
在
る
場
合
同
ぷ
l

p
が
最
小
な
る
た
め
の
僚
件
を
求
む
れ

は
宜
し
い
。
設
に
れ
及
れ
は
夫
々
…
縦
波
及
横
波
の
走
時
を
表
は
し
も
H

及
$
凶
は
夫
々
縦
波
及
横
波
の
走
時
曲
線
を
表
は
ず
函
数
形
で
あ
る
。

併
し
此
の
函
数
形
は
極
め
て
複
雑
で
あ
っ
て
深
さ
に
よ
る
震
波
速
度
の

分
布
を
表
は
ず
式
が
簡
単
で
な
い
魚
、

p
l
p

が
最
小
な
る
僚
件
を
求

む
る
事
は
数
式
か
ら
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
c

故
に
他
の
方
法
に
よ
っ
て

第
二
闘
に
示
す
曲
線
の
性
質
を
決
定
し
て
見
ゃ
う
主
岡
山
ふ
。
抜
本
多
技
師
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仰
が
昭
和
五
年
十
一
月
の
北
伊
豆
烈
震
の
際
に
求
め
た
結
果
に
よ
る
L
C

走

時
曲
線
の
湾
曲
黙
に
相
官
す
る
震
央
距
離
ふ
は
震
源
の
深
さ
h
に
よ
り
異

な
り
雨
者
の
問
に
は
第
四
表
に
一
不
す
様
な
関
係
が
存
在
し
て
居
る
。
又
鷺

坂
氏
も
同
じ
北
伊
豆
烈
震
に
J

就
き
本
多
技
師
'
と
は
別
法
に
て
矢
張
り
掛
け
曲

黙
の
震
央
距
離
ム
ル
」
夫
れ
に
相
営
ず
る
震
源
D
深
さ
み
ト
と
を
求
め
て
居
る

故
之
れ
も
同
じ
く
第
四
表
に
記
載
す
る
3

第
四
表

湾
出
賠
の
震
央
距
離
A
山
之
震
源
の
深
さ
h
'と
の
関
係

0
5
0
5
 

0
』

O
h
M
n
o
o
d

110 
120 
130 
150 
190 

の

離

一

知
距
A
刊

十

0
5
刊
日

曲

央

一

轡

震

一

h

一
以
一
明
4
1
7

さ
一
釦
る
一

0
1
3
4

深
呼
H
I
-
-
t
i
l
l
o
l
l
i
-
-
l
i
l
-
-
l
i
l
i
-
-

の
一
に
一
粁

涼

一

氏

一

む

一

一

一

一

四

一

日

一

一

四

%

震
一
抜
豆
鷺
主
一

40 
45 
50 
60 

70 
80 
90 
100 

6.4 
8.6 
11.5 
14，7 

28.9 

33.3 

38.0 

45.7 
54.。

17.7 
20.4 
23.0 
26.7 

ーよ
v
hリ
円

d
Q
U

9
0
り
O
Q
O
Q
O

担
任
必
一
一

4 

扱
此
の
去
に
一
不
す
値
を
第
二
国
中
に
記
入
し
て
見
て
、
即
ち
本
多
氏
の

値
は
×
印
に
て
又
驚
坂
氏
の
値
は

O
印
に
て
国
表
中
へ
記
し
て
見
る
在
、

夫
等
の
黙
は
極
め
て
よ
く
前
の
黒
黙
を
連
ね
た
同
Elaa--P
曲
線
上
に
載
る

印
ち
或
る
定
ま
っ
た
地
黙
に
て
初
期
微
動
が
最
小
値
を
と
る
場
合
、
夫
れ

は
震
源
か
ら
水
平
に
射
出
さ
れ
た
.
震
波
に
相
山
回
国
す
る
c

七



換
言
す
れ
ば
種
々
な
深
さ
か
ら
出
る
波
の
中
或
る
定
ま
っ
た
地
貼
で
は

震
源
か
ら
水
平
方
向
に
射
出
さ
れ
る
様
友
深
さ
か
ら
来
た
波
が
共
の
地
黙

に
て
、
他
の
如
何
な
る
深
さ
か
ら
来
た
も
の
よ
り
最
小
た
初
期
微
動
を
輿

へ
る
即
ち
或
る
定
ま
っ
た
地
貼
で
は
、
共
の
黙
が
綿
一
，
曲
黙
と
な
る
様
た
深

さ
か
ら
来
た
波
が
最
小
の
初
期
微
動
を
奥
へ
る
志
の
で
あ
る
ξ
云
ふ
事
に

な
る
凸此

の
事
は
著
者
の
知
る
範
閣
内
で
は
新
ら
し
〈
見
出
さ
れ
た
も
の
主
恩

ふ
“
斯
く
し
て
第
二
闘
の
曲
線
は
誇
曲
期
主
震
源
の
深
さ
ー
と
の
関
係
を
輿

へ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
若
し
走
時
曲
線
或
は

A
l
T
曲
線
か
ら
湾
曲
鈷

の
震
央
距
離
ふ
が
求
め
ら
れ
る
・
な
ら
ば
第
二
国
か
ら
共
の
地
震
の
震
源
の

深
さ
が
求
め
得
ら
れ
る
誇
で
あ
る
。

更
に
第
一
固
に
示
す
H
!
?
曲
線
は
繁
雑
を
避
け
る
た
め
震
央
距
離
十

粁
生
き
に
釣
ず
る
も
の
を
示
し
て
あ
る
が
著
者
は
各
十
粁
毎
の
震
央
距
離

に
相
営
ず
る
も
の
を
一
つ
/
¥
書
一
い
た
ο

而
し
て
此
の
固
に
於
て
縦
軸
の

値
は
共
の
深
さ
に
相
営
す
る
T

の
値
を
奥
へ
る
も
の
で
あ
る
。
叉
此
の
園

去
を
用
ふ
る
時
は
震
源
の
深
さ
を
直
ち
に
知
る
事
が
出
来
る
o

例
へ
ば
震

央
距
離
百
粁
の
地
黙
に
て
湖
測
し
た
初
期
微
動
が
十
二
秒
間
で
あ
っ
た
在

す
れ
ば
震
源
の
深
さ
は
二
十
粁
或
は
六
十
粁
で
あ
る
む
此
の
時
他
の
地
賄

例
へ
ば
百
五
十
粁
の
地
黙
に
て
観
測
し
た
初
期
微
動
の
値
が
十
六
秒
七
で

八

あ
っ
た
左
す
れ
ば
夫
れ
に
封
す
る
震
源
の
深
さ
は
四
十
粁
或
は
六
十
粁
で

あ
る
。
斯
く
し
て
六
十
粁
を
以
て
此
の
地
震
の
震
源
の
深
さ
止
す
る
。

但
し
此
の
如
き
方
法
に
よ
り
震
源
の
深
さ
を
求
む
る
時
、
或
る
地
黙
で

、
』
ノ

観
測
し
た
初
期
微
動
は
著
者
が
示
し
た
如
く
刊
地
質
構
法
等
に
よ
り
、
方

f

・、

向
に
よ
っ
て
異
る
、
故
に
共
の
震
央
距
離
に
封
す
る
平
均
値
に
よ
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
。
之
れ
に
は
諌
め

l
A
T
曲
線
を
重
き
、
共
の
曲
線
か
ら

LAP-ム

等
に
相
円
高
す
る
町
内
町
一
等
を
求
め
、
夫
等
を
用
ひ
第
一
固
か
ら
震
源
の
深

さ
を
以
て
、
共
の
平
均
値
を
採
用
す
る
の
が
最
良
で
あ
る
。
斯
く
し
て
此

の
園
去
か
ら
も
震
源
の
深
さ
を
以
て
、
共
の
平
均
値
を
採
用
す
る
の
が
最

良
で
あ
る
。
斯
く
し
て
此
の
国
表
か
ら
も
震
源
の
深
さ
を
求
め
る
事
が
出

来
る
。

k
v
H
W
(
守
)
・
斗
式
に
於
け
る
k
の
値
扱
前
掲
第
二
去
に
上
っ
て
震
央
距

離
ム
と
初
期
微
動
T

止
の
関
係
が
種
々
、
注
震
源
の
深
さ
に
よ
っ
て
奥
へ
ら

れ
て
居
る
n
，
故
に

h
V
H
F
(
と
・
?
な
る
T

式
に
が
、
け
る
k
の
値
は
震
源
の

深
さ
の
函
数
・
と
し
て
、
此
の
表
か
ら
種
々
な
深
さ
の
震
源
に
封
す
る
も
の
i

が
求
め
得
ら
れ
る
。
即
ち
前
表
か
ら

山
町

(
F
)
H
h
v
¥斗

を
算
出
し
て
見
る
ー
と
第
五
表
の
如
く
に
な
る
。
此
の
表
に
於
て

E
及
A
は

夫
々
震
源
の
深
さ
及
震
央
距
離
を
粁
で
表
は
し
た
も
の
で
あ
る
。
印
ち
震

源
の
深
さ
及
震
央
距
離
が

O
粁
か
ら
二
百
粁
迄
獲
る
に
つ
れ
k
の
値
は

G



第五表 A =lc(h・，-) に於ける k，fD値

云ぞ o 110 I 回 130 60 170 180 90 11∞1110 1120 判叫叫刈川 lω|叫200
10 5・26 4.77 3.30 2.45 2.00 1.70 1.50 1.30 1.16 1.05 0.96 0.89 0.83 0.78 0.72 0.68 0.64 0.60 O.乃8 0.55 0.53 

20 5.55 5.75 5.27 4.45 3.85 3.33 2.90 2..56 2.24 2.04 1.90 1.77 1.64 1.53 1.43 1.35 1.27 1.20 1.14 1.09 1.06 

30 5.77 6.10 6.38 5.70 5.06 4.57 4.10 3.66 328 3.0C 2.80 2.60 2.40 2.28 2.13 2.01 1.90 1.79 ].69 1.60 1.54 
也、

40 6.07 6.36 6.66 6.57 5.98 5.48 5.07 4.67 4.31 3.95 3.64 3.35 3.12 2.94 2.78 2.64 2.50 2.37 2.26 2.15 2.04 

50 6.25 6.60 6.99 7.08 6.75 6.32 5.88 5.47 5.08 4.70 4.40 4.10 3.82 3.60 3.40 3.22 ~.O~ 2.92 2・76 2.64 2・53

60 6.50 6.90 7.37 7.52 7.24 6.83 6.44 6.07 5.72 5.37 5.04 4.76 4.51 4.22 4.00 3.80 3.60 3.4ι 3.28 3.12 2.93 

70 6.68 7.10 7.5? 7.80 7.67 7.30 6.90 6.56 6.26 5.96 5.65 5.34 5.06 4.80 4.55 4.30 4.10 3.91 3.75 3.60 3.4う

80 6.88 7.26 7.74 8.00 8.00 7.68 7.32 7.0o 6.78 6.46 6.1:) 5.88 5.60 5.30 5.08 4.84 4.60 4.42 4.ゴ1 4.00 3.86 

90 7.03 7.45 7.92 8.19 8.24 8.04 7.76 7.44 7.15 6.85 6.58 6.30 6.03 5.79 5.52 戸.30 5.06 4.86 4.67 4.46 4.30 

100 7.20 7.64 8.05 8.34 8.50 8.30 8.00 7・75 7.50 7.22 7.00 u.74 6.47 6.22 5.97 5.72 5.50 5.28 5.06 4.84 4;64 

110 7.35 7.76 8.16 8.47 8.60 8.52 8.27 8.02 7.76 7.52 7.30 7.07 6.83 C60 6.36 6.14 5.90 3.6~ 5.-W 5.22 5.06 

120 7.50 7.86 8.23 8.55 8.70 8.70 8.51 8.30 8.0i 7.83 7.60 7.38 7.15 6.92 6.70 6.50 6.25 6.0X 5.83 5.u2 5.4'1 

130 7.65 7.98 8.34 8.65 8.82 8.86 8.68 8.50 8.30 8.07 7.87 7.66 7.43 7.22 7.00 6.79 6.与8 6.38 6'.17 5.97 5.79 

140 7.78 8.10 8.47 8.75 8.92 8.98 8.86 8.68 8.48 8.29 8.08 789 7.70 7.49 7.30 7.11 6.90 6.69 6.49 6:29 6.09 

150 7.93 8.23 8.56 8.8R 9.01 9.10 9.00 8.81 8.62 8.45 8.27 8.09 7.90 7.72 7.52 7.35 7.15 .694 6.76 6.50 6.39 

160 8.03 8.34 8.65 8.91 9.12 9.20 9.10 8.94 8.77 8.60 8.43 8.26 8.09 7.91 7.74 7.57 7.40 7.21 7.04 6.85 6.69 

170 8.15 8.42 8.71 8.97 9.18 9.26 9.21 9.10 8.93 8.76 8.58 8.42 8.26 8.10 7.94 7.78 7.62 7.4f> 7.29 7.13 6.97 

]80 8.27 8.52 8.78 9.04 9.23 9.32 9.33 9.20 9.06 8.91 8.74 8・60 8.44 8.28 8.13 7.98 7.83 7.67 7.51 7Jl6 7.21 

]90 8.35 8.60 8.86 9.10 9.30 9.41 9.43 9.31 9.17 9.04 8.88 8.74 8.59 8.44 8.29 8.16 8.00 7.8c 7.71 7.56 7.42 

200 8.46 8.70 8.94 9.18 9.40 9.50 9.50 9.40 9.28 9.15 9.02 8.88 8.74 8.60 8.46 8.33 8.19 8.05 7.92 7.78 7~64 

4ミ



間第

k 

ム=30Km

7 

6 

δ 

5 

4 

3 

2 

l:.=lOKm 

O 

50 60 70 80 90 200 H (Km) 

-
五
三
か
ら
九
・
五

O
迄
餐
化
す
る
。
故
に
近
地
々
局
長
に

於
て
k
を
常
数
L

と
す
る
事
は
全
く
許
さ
れ
な
い
事
で
あ

る。
扱
第
五
表
の
k
の
偵
を
縦
軸
に
震
源
の
深
さ
E
を
横

軸
に
と
っ
て
各
二
十
粁
或
は
三
十
粁
毎
の
震
央
距
離
に

封
す
る
k
l
E
の
曲
線
を
垂
直
一
い
て
見
た
の
が
第
三
国
で

あ
る
。
此
の
固
に
見
る
如
く
k
の
値
は
震
源
の
深
さ
に

よ
っ
て
大
に
異
り
到
底
之
れ
を
常
数
左
考
へ
る
事
は
出

来
な
い
。
併
し
仮
に
大
森
博
士
の
式
の
如
く
押
HU--
お

な
る
常
教
主
考
へ
る
ん
」
、
大
森
公
式

h
V
H
u
-
-
S
斗
は
極

め
て
有
数
範
囲
が
狭
く
、
皐
に
震
央
距
離
ば
か
り
で
な

く
、
震
源
の
深
さ
に
よ
っ
て
も
限
定
さ
れ
る
事
が
判
る

今
仮
に
k
を
七
・
四
二
?
と
し
た
場
合
の

E
及
ム
を
第
三

固
か
ら
讃
取
っ
て
共
の
値
を
、
震
源
の
深
さ
E
を
縦
軸

30 40 50 60 

に
震
央
距
離
ム
を
横
軸
に
'
ど
っ
た
園
表
中
に
記
入
し
て

見
る
左
第
四
国
の
如
き
曲
線
が
得
ら
れ
る
。

印
ち
巌
密
に
一
広
へ
ば
第
四
国
の
曲
線
上
の
各
黙
に
相

20 10 O 

営
す
る

A
及
E
に
釣
L
て
の
み
大
森
公
式
h
v
n
J
1
・
お
は

有
数
で
あ
る
。
然
も
震
央
距
離
五
十
粁
以
内
に
は
此
の



曲
線
は
現
は
れ
ぬ
故
震
央
か
ら
五
十
粁
以
内
に
あ
る
観
測
所
で
は
大
森
公

式
を
使
用
し
て
は
な
ら
ぬ
事
に
な
る
9

叉
震
源
が
百
粁
以
内
に
起
っ
た
様

た
浅
い
地
震
で
は
震
央
距
離
百
二
十
粁
以
上
の
観
測
所
で
は
矢
張
り
此
の

公
式
は
使
用
出
来
ぬ
事
主
た
る
。
乏
れ
は
大
森
公
式
の
有
妓
範
国
を
示
し

た
一
例
'
と
し
て
掲
げ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
斯
様
た
誤
差
を
念
頭
に
置
け
ば

国

/ 
1/ 

[ァど
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l L-
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四
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此
の
公
式
を
用
ひ
て
、
多
く
の
観
測
所
の
材
料
か
ら
震
央
を
求
め
て
も
差

支
・
な
い
主
恩
ふ
。
但
し
著
者
自
身
の
考
へ
か
ら
云
へ
ば
故
大
森
博
士
の
我

園
地
震
墜
界
に
輿
へ
ら
れ
た
功
績
を
忘
れ
ぬ
た
め

F
H
4
・
お
を
用
ふ
事
は

至
極
結
構
で
あ
る
が
計
算
を
便
な
ら
し
む
る
た
め
に
は
k
を
8
・
と
し
て
も

日
'
と
し
て
も
何
れ
で
も
誤
差
の
黙
か
ら
見
れ
ば
大
差
が
な
い
。
故
に
此
の

公
式
を
か
H
∞
~
?
と
し
て
之
れ
を
大
森
公
式
主
し
、
故
博
士
の
功
績
を
保

存
し
て
は
如
何
か
主
考
へ
る
次
第
で
あ
る
。

扱
第
三
国
に
於
て
た
の
数
値
は
震
源
の
深
さ
の
函
数
で
あ
る
か
ら
若
し

観
測
に
よ
っ
て

A
及
T

が
測
定
出
来
得
る
な
ら
ば
夫
れ
か
ら
k
を
計
算
し

更
に
共
の
値
を
利
用
し
て
震
源
の
深
さ
E
を
求
め
得
る
語
で
あ
る
。
此
の

矯
め
に
は
或
る
観
測
所
で
測
定
し
た
震
央
距
離
A
L
C
初
期
微
動
T

の
比
に

よ
り
k
を
算
出
し
、
主
ハ
の
k
'
Y」
ム
か
ら
第
三
闘
に
よ
っ
て
〆
震
源
の
深
さ
を

求
め
る
と
'
と
も
出
来
る
。
而
し
て
斯
様
な
測
定
を
多
く
の
観
測
所
の
値
に

'
っ
き
行
っ
て
共
の
平
均
を
'
と
れ
ば
震
源
の
深
さ
も
可
た
り
確
ら
し
い
も
の

が
得
ら
れ
る
語
で
あ
る
。
然
し
命
此
の
方
法
で
は
地
質
構
造
共
他
の
原
因

に
よ
る
地
震
波
の
異
常
倖
播
等
に
よ
り
誤
差
を
伴
ふ
故
一
般
に
は
次
の
如

き
方
法
を
用
ふ
る
の
が
便
で
あ
る
。

卸
ち
多
く
の
観
測
所
で
測
定
し
た
初
期
微
動
T

及
震
央
距
離
ム
に
よ
っ

て
A
1
1
T
曲
線
を
重
き
、
共
の
曲
線
か
ら
任
意
の
震
央
距
離
ム
ム
ム
・

.. 



第 表

Time of Epicent~'aldistulCe Mean 

O e凶刷6抗印UIrrenceI ~"I ~^I ^^  I k ml
d i 宜. ]k 王

Jan 30 I"-sec 1 5.8 1 7.3 1 10.0 I 11.8 1 14.9 
k 5.18 1 6.85 I 8.00 I 8.44 I 8.74 I (36】

10K4Om IIkm37  I 37 1 40 I 34 I 34 -36 0 

Mar 23 I 'Tsec I 6.5 I 7.8 I 10.3 I 12.0 I 14.8 
k l' 4.61 I 6.41 I 7.77 I 834 I 8.79 I (50) 

20h. 24?Iι hkm 49 I 48 I 49 I 48 I 46 48-2 

Mar 27 'Tsec 1 4.9 1 7.4 1 10.9 1 13.0 1 16.2 
k 6.13 I 6.75 I 7.34 I 7.69 I 8.02 I (13) 

5'/， 25111 I hkm I 11 . 13 12 11 I 11 12 I - 1 

Apr 4 ~sec ~.?_ I 8.9 I 1!.! ~ I 1~.~_ I 15.3 
た 3.891 5.61 1 7.20 1 7.87 1 8.50 1 (63) 

9弘 ]6川 hkm I 65 67 64 66 I 70 66 I + 3 
『

May 25 !sec ~.8 7.1， I 1Q.5 I 12.6_ I 15.5 
k 6.24 I 7.03 I 7.61 I 7.93 I 8.39 I (16) 

19'/， 271凡 hkm I 13 22 18 17 I 21 18 I + 2 

June 17 7・同日 7.3 I 8.3 I 10.8 I 12.6 I 15.1 
lc 4.12 1 6.02 1 7.40 1 7.93 1 8.61 I (58) 戸

21'/， 09川 hkm I 60' 57 58 63 I 6 4ω+  2 

June 30 I IRee 1 7.5 1. 8.61' 10.9 I 12.6 I 15.3 
1.: 4.00 I 5.81 I 7.33 I 7.93 I 8.50 I (60) 

1h 08制 lnull62 I 62 60 I 63 I 65 62 I + 2 

July 1 7なec I 8.4 I 9.3 I 11.4 I 12.9 I 15.4 
lc 3.57 I 5.39 I 7.01 I 7.76 I 8.44 I (70) 

14h 52川 hl，;:rn I 72 I 72 72 70 I 73 72 I + 2 

July 20 1 ~sec ~.~~ 1 7.6， 1 10.1 1 1~.0 14.8 
k 5.08 I 6.58 I 7.91 I 8.33 I 8.80 I (40) 

8K 39
nblIInr1 I 40 I 44 I 43 I 49 I 38 43 I + 3 

J111y 28 !sec 6.，!， I 7.8 I 10.3 I 12.0 I 14.7 
k 4.69 I 6.41 1. 7.77 I 8.33 I 8.87 I (45) 

11'/， (5悦 hkm48 I 48 I 49 I 49 I 47 48 I + 3 

Aug 19 !sec l' 4.8 I 7.6 I 10.9 I ]2.8 I 15.9 
k 6.20 I 6.60 I 7.33 I 7.82 I 8.19 I (13) 

8h 43111 I hkin12 10 11 18 I 16 13干 O

Sepも 7 . I TSe巴 7.8 I 8.9 I 10.9 I 12.5 I 15.1 
k 3.85 1 5.61 1 7.33 I 8.00 I 8.62 1 (63) 

5'/， 35切る jAKIn I 65 66 6o . 60163 63 O 



Time of 

Occurrence 

2111， 43川

Sepも 21

1111， 20川

Sepも 2:!

2111， 46m 

Sepも 24

1311， 26m 

Sepも 28

4'/' 80
1凡

Sep七 28

13//， 541凡

Ocも 13 

21'" 131品

Nov 29 

311，' 341)/' 

Dec 15 

21h 551n 

Dec 16 

21/， 141砧

Dec 19 

2'/' 141比

Dec 26' 

1411， 151凡

第 -L. 
./、 表 ぐ績き〉

Epicen tral disもance(km) 

30 

8.0 11.6 13.9 
k 6.00 6.25 6.91 7.20 
hlnn 7 2 2 。
TRee 5.2 8.0 11.7 ]3.8 
ん 5.77 6.25 6.86 7.25 
hkm O O O 1 

7・Re<・ 4.7 I 6.8 10.1 12.2 
6.39 i 7.36 7512 1-¥20 

hkm 19 17 26 25 

Tsec 8.8 I 9.8 11.8 13.3 
k 3.41 I 5.10 6.78 7.51 
hkrn 76 79 80 79 

7・Fec 6.0 7.3 10.2 ]2.0 
5.00 6.85 7.76 834 

hkm 41 i)8 48 48 

Tsec 5.0 7.9 11.2 13.3 
6.00 6.33 7.15 7.51 
7 ミ

f，
》 7 7 

7・sec 4.8 7.4 10.7 12.9 
6.24 6.75 7.49 7.76 

hkm 14 14 15 13 

7・ se~ 8.9 9.9 12.0 13.4 
k 3.38 5.06 6.67 7.47 
hkm 77 80 80 80 

T同m 7.4 8.6 10.8 ]2.4 
k 4.06 5.81 7.40 807 
hkrn 61 62 58 57 

TRec 11.0 12.7 
k 5.81 i.27 7.87 
hk.m 62 59 65 

'TSE'C 6.2 7.8 10.2 12.0 
k 4.1)4 6.41 7.85 8.34 
hkm 44 48 45 41-¥ 

6.7 10.6 12.3 
4.48 
560 
.25 7.55 8.13 

hkrn 51 54 56 

Mean 
depth diffkm 

130 km 

17.0 (0) 
7.63 
O + 2 

169 (0) 
7.70 1 
2 + 1 

; 

一
15.6 (~2) 

8.32 21 
19 

]5.6 (7768 〉
8.02 
78 + 2 

14.6 (43) 
8.86 45 
50 

16.5 (6) 
7.89 6 
8 

16.1 (12) 
808 14 
13 

15.7 (79) 
8.27 ~O 
81 

14.9 (59) 
8.73 59 
57 O 

15.0 く59)
が.66 62 
61 + 3 

14.6 (45) 
8.90 46 
46 + 1 

15.0 (52) 
8.67 53 
55 + 1 



に
相
営
す
る
h
h
山
内
・
・
・
・
等
を
譲
み
'
と
り
。

之
等
の
値
を
用
ひ

h
v
A
3
H
F
W
h
V
N
¥
3
H
p
w
h
v
u
¥
3
H
p
w
-

等
を
算
出
し
、

h
h
h
・
.. 
，
と
ふ
ん
a
A
b
d

・--

等
か
ら
第
三
国
に
よ
り
震
源

の
深
さ
ん
ん
ん
・
・
等
を
求
め
夫
等
の
平
均
を
と
れ
ば
宜
し
い
、
此
の
場

合
震
央
距
離
大
な
る
所
で
は
一
組
の
ム
及
k
に
封
し
E
の
値
は
二
つ
宛
得

ら
れ
る
が
共
の
何
れ
か
で
あ
る
か
は
異
な
る

A
及
k
の
値
に
よ
っ
て
更
に

E
を
求
む
れ
ば
直
ち
に
判
明
す
る
。
如
何
'
と
た
ち
ば
一
組
の
k
及
ム
に
釘

し
て
求
め
ら
れ
た
E
の
値
に
比
し
少
く
・
と
も
二
十
粁
の
差
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。扱
此
の
方
法
の
遁
否
を
見
る
た
め
に
著
者
は
昭
和
六
年
中
関
東
地
方
に

後
現
し
、
少
く
主
も
十
五
個
所
以
上
の
観
測
所
に
於
て
微
動
計
に
よ
り
観

測
せ
ら
れ
護
震
時
及
初
期
微
動
が
善
く
験
測
さ
れ
た
地
震
二
十
四
に
つ
き

此
の
方
法
を
趨
用
し
て
震
源
の
深
さ
を
求
め
て
見
た
。
之
等
の
地
震
に
就

て
は
既
に
著
者
(
叩
)
が
関
東
地
方
に
於
け
る
地
震
波
の
異
常
倖
搭
の
問
題

を
講
究
し
た
際
に

A
!
?
園
表
を
作
り
、
震
央
に
於
け
る
初
期
微
動
円
か

ら
一
々
共
の
深
さ
を
求
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

第
六
表
は
之
等
二
十
四
同
の
地
震
を
表
示
し
て
あ
る
。
印
ち
第
一
行
日

は
之
等
地
震
の
護
現
月
日
及
時
刻
で
第
三
行
か
ら
第
七
行
迄
は
ム

l
T
園

四

表
土
夫
々
震
央
距
離
三
十
粁
、
五
十
粁
、
八
十
粁
、
百
粁
、
百
三
十
粁
、

に
相
営
ず
る
初
期
微
動
T

の
値
及
夫
れ
か
ら
算
出
し
た
k
の
値
、
更
に
夫

等
を
用
ひ
て
第
五
表
及
第
三
国
か
ら
求
め
た
震
源
の
深
さ
み
を
去
は
し
て

あ
る
。，
次
に
第
八
行
は
之
等
震
源
の
深
さ
の
平
均
値
で
あ
っ
て
、
括
弧
内
の
数

字
は
著
者
が
前
述
し
た
別
法
に
よ
っ
て
求
め
た
震
源
の
深
さ
で
あ
る
。
命

之
等
雨
種
の
方
法
で
求
め
た
震
源
の
深
さ
の
差
を
第
九
行
に
記
し
て
あ
る

が
、
夫
れ
に
正
負
の
符
披
を
附
し
た
の
は
此
の
方
法
で
求
め
た
震
源
の
深

さ
が
で
よ
り
求
め
た
値
よ
り
大
な
る
左
き
に
正
符
披
在
附
し
た
の
で
あ
る

而
し
て
此
の
結
果
に
よ
っ
て
も
判
る
如
く
此
の
方
法
か
ら
求
め
た
震
源
の

深
さ
は
円
か
ら
求
め
た
も
の
と
最
大
三
粁
の
差
し
か
な
い
。
故
に
誤
差
の

範
圏
内
に
て
問
者
は
一
致
す
る
も
の
主
見
て
差
支
な
い
。

斯
く
し
て
大
森
公
式
の
係
数
k
が
震
源
の
深
さ
の
函
数
で
あ
る
と
云
ふ

性
質
を
利
用
し
て
逆
に
震
源
の
深
さ
を
観
測
に
よ
っ
て
得
た
ム
及
T

か
ら

求
め
る
と
と
が
出
来
る
。

補
遺
震
央
距
離
を
求
む
る
公
式
、
初
期
微
動
7

か
ら
震
央
距
離
A
を

算
出
す
る
公
式
を
作
る
事
は
前
述
し
た
様
に
共
の
常
数
が
震
源
の
深
さ
の

函
数
で
あ
る
故
、
簡
単
に
は
出
来
、
泣
い
。
然
る
に
鷺
坂
清
信
氏
〈
U
U
は
昭

和
五
年
十
一
月
の
北
伊
豆
烈
震
の
前
震
の
震
源
は
地
表
に
あ
る
も
の
主
し



て
、
震
源
の
深
さ
零
に
封
す
る
公
式
を
算
出
し
た
。
而
し
て
氏
が
算
出
さ

れ
た
式
は
h
V
H
(
町・
J
1

十
0
・J{
悶
斗
)
斗

斗
〈
悶
(
)
梢
hv

な
る
二
弐
式
で
あ
っ
た
。

由
て
著
者
も
第
二
表
か
ら
ム
震
源
の
深
さ
零
た
る
場
合
に
封
し
、
震
央

距
離
A'Y」
初
期
微
動
T

の
関
係
を

h
v
n
(
S
+守
・
斗
)
斗

ル
」
仮
定
し
、
初
期
微
動
二
十
秒
以
下
の
場
合
に
つ
き
最
小
自
乗
法
に
よ
り

係
数

α
及
b
を
算
出
し
た
庭
弐
の
如
き
値
を
得
た

sn町・
0
ω
A
∞・

守口
0
・H
m
h
v

之
れ
を
前
式
に
代
入
す
る
と

h
v
H
(
m・0
+
0
・H
∞
斗
)
斗

之
友
っ
て
震
源
地
表
に
あ
る
場
合
に
初
期
微
動
7

か
ら
震
央
距
離
ム
を
算

出
す
る
式
を
得
た
U

此
の
式
は
鷺
坂
氏
が
全
く
別
法
で
算
出
し
た
も
の
ル
」

誤
差
の
範
圏
内
に
で
よ
く
一
致
す
る
事
を
知
る
。
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